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と収嵐の憤l札か一致しないがこのことは幼形相までJ）j封巳

．を行ない．施肥条附こよるもので充分ではないにしろ基肥

の俺用法を倹討するの佐吉しつかえはないものと思われ

る．従って，この武威からは施肥の深さは10m位の位置

が好ましく，しかも1部分を混土l始量I L－1部分を

層状に上る施す方法が良いものと考えられる・夷際に機

械による索引戒式の施肥播種を行うと，この試戒の分属

37

削巴のエうな施肥になるノ）で10ぐ朗内外をIl射こ施すべき

である．又側粂施肥．吠険なら，肥料は破子什卜にあるこ

とが好ましく，碗千からはなれても5e虎以内に止めるべ

きものと思われる．従って先非障害のあるような肥料を

用いるときはSr椚側部施肥にjl二めるべきものと考えられ

る．

秋田県北部の水稲湛水直播栽培における施肥法について

太　田　昭　夫・岩原　佐＿二郎＊

（秋田県良武人粧分場）

1　甘　え　が　き

稲作の省力対兼として直播栽培があげられるが本県は

未だ試作段階でちるが，特に県北部はその栽培の安定性

を考慮して現在湛水栽培を試験甲であるがその結果の一

部忙ついて報告する・

2　　試　験　方　法

1．供試土壌

第1試験

大館分場開場で0～空所は粘性に乏しい暗灰褐色の壌

土で以下黄灰色の浮石を混ずる沙礫土である鋤床届下部

に鉄満滝の東嶺層がある排水良好　日渡水深　輸一冊卿

／日

2．武威の耕種概要

トワダ　　　　　茄．4亡¶×16．5で珂×10．0と¶4粂点播

播種5月旭日　1区　16．5が　2遠別

3．試験区

　 項 目

区 名

肥　　 科　　 名

含　 有　 成　 分
施　　　 肥　　　 法

N
！ p Ⅹ

1． 塵　 月巴　 自己　 合 硫 安 ，過 石 ，塩 加
2 1 ∃ 1 6

ト

6 0 ト 施 肥 成 分

2． 化　　 成　　 A くみ あ い硫 加燐 安 15 1 5 ト　 1 0 晦／a　 N ． P ．．E 共 0 ．8

3． 化　　 成　　 B 媒 素燐 安 加里 2 号 2 0 2 0 1 4 不 足 分・仕 草 肥 で 補 い

4． 化　　 成　　 C と　 も　 へ　 化　 成 8 1　　 7 5 全 量 基 肥 に 施 し た

5． 粒　 状　 固　 形 く　み あ　 い 粒 状 5 8 4 1

茶2試験

　　 填 目

区名

N ・P ・E
施　 肥　 法

全届 表層 甲耕庵肥

1．表 ・全 ・届分梅区 弘

1

旭

始

始

句／8 施肥量

2．表　　　　　　 層 1

！始

封．P ．E各 0・8

3．全　　 屑

4．分　　 施

甲耕　 6月19 日



38　　　　　　　　　　　　　　　東北良基研究　第7号

第　8　試　験

　 項 目‾〒

区 名

」．』肥 成 分

N　　 追　　 肥　　 成　　 分　　 量

6 月 旭 日

早 期 追 肥

7 月 旭 日

積　 肥

7 月 27 日

減 分 基 肥

8 月 旭 日

檀 揃 肥
N P R

L　 少　　　 基　　　 肥 6 ．0 6 ．0 6 ．0

2 ．0

2 ．0

2 ．0

2 ．0

2 ．0

2 ．0

2 ．0

2 ．0

乙　 少 基 肥 ＋早 期 追 肥 ク ク ◆

乱　　　 〃　　 ＋せ　　　 肥 ク ◆ ◆

も　　　 〃　　 ＋ 減　 分　 肥 〃 ◆ 〃

5．　　 〃　　 ＋穏　 摘　 肥 ク 〃 ク

6．　 甲　　　　 基　　　　 肥 8 ．0 8 ．0 8 ．0

7．　 中 基 肥 ＋早 朋 追 肥 ク 〃 ク

8．　　 ク　　 ＋ 穏　　　 肥 一ク ◆ ク

払　　　 〃　　 ＋ 減　 分　 肥 ク ◆ 〃

10．　　 〃　　 十 凛　 摘　 肥 ク ク ク

1 1．　 多　　　 基　　　 肥 1 0 10 1 0

3　　試　験　括　果

初期の垂赦虻化成C，粒固形の各区が特に少く棟数で

は化成C区が劣るのみで他では大差がない．収量は大差

ないが単肥区がやゝ優る傾向である．

施肥時期については積数減が直接生育収量に影響する

が分施区表届区は大きく表はれている．全備分施又は全

層区は後期の倒伏を招き易いこと登熟が劣ることで注意

粒屯も高Hで増収をホしているを要する．

施肥適量はこの試験で申多肥量が過当と認められこの

量は早檀栽培の施肥適量である．早期追肥は最高分けつ

教を増大するが有効垂低く積数の増加は認められず豊熟

歩合は低下の傾向にある．樵肥は穏長一櫻着粒教の増大

に効果高く稔実歩合は小粒であるが稔粟粒数多く，よ米千

粒苑も訂ごiHで増収をホしている．

減数分裂期追肥は稔実歩合高目玄米千粒重高目・せ揃

期追肥は稔実歩合高く玄米千粒玉も高目であった・倒伏

程匿は早期追肥穏肥減数分裂劇追肥の各区が稽々大であ

ったが減収を示す程強匿の倒伏でなく，梓長節間長等の

形質との関連は判然としなレ・

Ⅳ畳を増す忙従い稲体m獲匿は高まる早期追肥区は著

しくN波紋を高めるが籾への転流が充分とは思われない・

第1表　　肥科の嬬頬と収量（旬ノa）

区　　　　　　　 名 全　 重 藁　 重 枇　 重 叛　 重 玄 米 重 精 粗 比 1 上 皇 玄 米 重 比

単　　　 西己　　 ・合 1 8 1 ．8 6 6 ．1 1 ．0 5 9 ．6 4 7 ．8 4 5 ．3 8 1 0 1 0 0

化　　　 成　　　 A 1 2 9 ．0 6 7 ．8 0 ．6 5 6 ．8 4 5 ．6 4 4 ．0 8 0 8 9 6

化　　　 成　　　 B 1 2 9 ．2 6 7 ．3 1 ．0 5 5 ．9 4 5 ．6 4 3 ．2 8 0 8 9 6

化　　　 成　　　 0 1 2 7 ．4 6 4 ．0 0 ．7 5 7 ．4 4 5 ．8 4 5 ．0 8 1 0 9 6

粒　　　 固　　　 形 1 8 1 ．1 6 7 ．0 0 ．8 5 7 ．1 4 6 ．さ 4 8 ．5 8 0 6 1　　 9 7

第2表　・俺．肥・法　と　収　t（毎／a）

区　　　 名 1
l 全　 量 藁　 重 枇　 壬 籾　 重 玄 米 重 楕 籾 比 1 上 重 玄 米 重 比

表 層　 金 屑 分 施 1 3 1 ．3 1 6 6 ．1 1 ．0 1 5 6 ．6 4 5 ．8 4 3 ．7 8 1 0 1 0 0

表　　　 層　　　 区 1 ：ほ ．9 6 9 ．5 0 ．4 5 0 ．5 1 4 0 ・8 4 0 ．7 8 1 5 8 9

全　　　 屑　　　 区 1 3 0 ．6 ． 7 0 ．6 0 ．4 5 5 ．1 4 4 ．6 4 2 ．1 8 1 2 9 7

舟　　　 橋　　　 区 1 0 5 ．6 ト　 5 2 ・8 0 ．5 4 9 ．8 i 3 9 ・8 4 6 ．6 8 1 0 8 7
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痍1上表　　追　肥　時　期　と　収　量l極／8）

区　　　　　　　 名 全　 量 藁　 塵 枇　 重 叛　 皇 玄 米 塵 精 籾 比 1 ∠ 亀 g ） 玄 米 ．垂 比

1 ．　 少　　　 基　　　 肥 1 0 5 ．4 5 5 ．4 0 ．4 4 6 ．4 8 7 ．4 4 4 ．0 ！　 8 0 5 1 0 0

2 ．　 少 基 肥 ＋ 早 朝 追 肥 1 1 6 ．9 6 0 ．9 0 ．8 5 1 ．1 4 0 ．0 4 さ ．7 8 0 7 1 0 7

3 ．　　 〃　　 ＋ 穂　　　 肥 1 1 8 ．3 6 5 ．9 0 ．7 6 0 ．4 4 8 ．8 5 1 ．0 8 0 9 1 2 9

4 ．　　 〃　　 ＋ 成　 分　 肥 1 1 5 ．9 6 1 ．4 0 ．4 4 9 ．4 4 0 ．0 4 2 ．6 8 1 2 1 0 7

5 ．　　 ク　　 ＋ 穏　 摘　 肥 1 2 2 ．6 6 5 ．8 0 ．4 5 2 ．2 4 1 ．8 4 2 ．5 8 1 7 1 1 2

6 ．　 甲　　　　 基　　　　 肥 1 4 6 ．6 7 8 ．5 0 ．8 5 9 ．9 4 6 ．8 4 0 ．8 8 1 0 1 0 0

7 ．　 甲 基 肥 ＋ 早 朝 追 肥 1 8 8 ．7 7 5 ．8 0 ．9 6 8 ．9 4 7 ．6 4 2 ．4 8 1 8 1 0 8

8 ．　　 ク　　 ＋ せ　　　 肥 1 4 4 ．3 7 6 ．1 0 ．7 6 8 ．5 5 0 ．6 4 4 ．0 8 1 8 1 0 9

争．　　 〃　　 ＋ 成　 分　 肥 ． 1 8 6 ・8 7 8 ．0 0 ．7 6 8 ．7 4 7 ．1 4 2 ．9 8 1 8 1 0 2

1 0 ．　　 ク　　 十 せ　 揃　 肥 1 8 0 ．2 6 9 ．4 0 ．4 5 7 ．2 4 6 ．8 4 3 ．9 8 1 9 1 0 0

1 1 ．　 多　　　 義　　　 肥 1 8 2 ．6 6 9 ．7 1 ．1 5 7 ．9 4 6 ．8 4 8 ．6 8 1 2

〃川

野〃

釦β

御
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第1図　生竹調査（試験1）
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第2図　生竹調査（試験2
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／　2　　3　　4　　5　　J　　7　　g　　ク　　ノダ　／／

第5図　生育調査（釈放3）

4　　考　　察

別巴の適宜は移植早植栽培の砧肥適宜でよく追肥につ

いては少肥K於いて各期における追肥の効果が認められ

るが特に劉巴区の効果は新著である・夏に甲肥として基

肥のⅣを増すと各期の追肥効果吐余少大きな差がないが．

破肥区の前者同様効果が大きかった・多肥の場合には甲

歴と胤司じ傾向を示して卦少・不試験の場合はやや，多

目と認められる・従って効果の雇も高いのは穂肥でめカ

威赦分裂期の追肥がこれに次ぐ・このことにつhては，

移植栽培忙於でも同感であった・な封穏肥施用も倒伏を

助長することがあれ基肥の施用を控え目忙し穫肥施用
時期をかくらせる方が安全である．

以上施肥について8つの試験の結果湛水直搭栽培の施

用宜と何程匿が適宜とみられ・肥料の種類は特に遅効性

甲必要はなく・施肥法についても早権栽培の場合と同じ

く表層全備分鬼の基肥全量施用れ追肥量をこれ上少差

引きこの分を穂肥又吐減数分裂期捌巴に施川することが
適当と認められた．

なか湛水腹痛栽培の生育の特徴として下部師間の屈折

現象に上身成熟期における倒伏が見られるが今后の機械

力導入に伴う大きな庫等となるがrK施肥性の面だけで

なく揺傾様式原革剤の利用に上る回復を期待するが今後

の試城にまつものが多い．

＊秋川仇も農武士冊′ド科

水田雑草防除に　関す　る　研究

第7報宮城県高冷地の除草体系について

山崎慎一・高橋周か武田昭七

用城爪農鮎川分場）
1　ま　え　が　さ

宮城県に封ける移植水稲の除草体系の殆んどは崖育初

期旭日PCT・PAM・生育後期2・4工〉・MCP及び機械

中耕除草の組合せに上って確立されている・しかし本県

における雑草発生消長をみるK発き報で報告したように

7月加～五日が像高を示している・一方竹松氏によれば

PCPの活性持続効果はa当成分100gで通日電圧とい

われておれまたMCp・2・4－Dの安全使用範囲を考

慮する時・前述の除草体系は圃場の内容l雑草の発生状

況・低温桑件等）によっては検討の余地が残されている．

望者らは1割～，田の3ケ狂K亘り加美郡小野田町西小

野田の水田で2，8検討したので結果を報告する．

2　　試　験　方　法

現地は古川上少西方盟払，標高100m，日渡水深9m

の圃場で気温については窮1図にみられる如く，古川に

比し最低気温で1・1－2・5°の差がある．しかし慮高気温

では0・2－1・5Cと差は′1、さい・以下に各毎次の設計を列

記する．

1・1謳1年

仙　品種及び育苗　オオトリ′畑育苗

の　施肥量la当晦）

肥　科　名
二二二二二＝‾二二二‾ここ∵＝二二〒－＝ここ二二∴ここ＝二二二‥＝一一一一

基　肥■追　肥
硫　　　安

石

加

㈲　移植朋及び栽培様式：5月16日，が当19・8扶（
2・5X2・5m】4不植

隣）使用除草剤


